
(条例説明会資料） （公財)鳥取県環境管理事業ｾﾝﾀｰ （平成28年10月）

淀江産業廃棄物管理型最終処分場事業計画【要約版】

1．事業目的

県内廃棄物の適正処理を推進し、

県内企業の健全な発展、企業誘致の
推進及び生活環境の保全に寄与する
ことを目的とします。

現在、鳥取県内には産業廃棄物管理

型最終処分場が1箇所もなく、他県の施
設に依存しています。
近県の処分場の残存容量の減少、県

外廃棄物の搬入規制等により処分先の

確保が困難になるおそれがあり、県囚
で処分場を確保する必要があります。
そこで、本事業では、より一層の安

全・安心な施設の確保はもちろん、地
域に受け入れられる処分場を設置させ
て頂きたいと考えています。

④埋立方法埋立区域を2期に分けた期別段階的埋立方法
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⑥埋立容量聿篁i鮮詔琶芳Ini､第n期:約18.2万'nl)
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廃棄物は検査し、国基準に適合し
たものしか受け入れません。

◆搬入検査の流れ◆

①事前審査（新規契約前）

：

②受付検査（廃棄物搬入時）

－．害類審査（マニフェスト等）
・目視検査で積荷内容（異物・
悪臭・飛散性等）を確認。
・必要な現場検査を実施。
◎放射線測定

◎迅速検査（蛍光X線分析）
▽二廃棄物④は当面全車両実施

③展開検査（埋立地）
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3．埋め立てる廃棄物

･燃え殻を主体とした13種類とします。

I

灘*県内廃棄物(県外物を県内で中間処理したもの

を含む)のみを埋め立てます。

*放射性廃棄物､飛散性石綿は埋め立てません。

＊不適合の場合は持ち帰らせる
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計画内容

資料君
項目

①事業主体
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③所在地
米子市淀江町小波地内
（環境プラントエ業(株)が設置している一般廃
棄物最終処分場の南側隣接地）

宗

⑤施設面積
揮立面積

（事業地ロ
'約21,500㎡

]積：約38,000㎡）

約47年間

(第1期埋立：約10年間、第Ⅱ期埋立：約27
年間、維持管理：約10年間）
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⑦計画期間
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④燃え殼、ぱいじん、鉱さい、汚泥 ○

⑧廃プラスチック類、ゴムくず、金属

＜ず、ガラス＜ず・コンクリート＜

ず及び陶磁器くず、がれき類
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◎紙くず、木くず、繊維くず ○

○

◎産業廃
たもの

棄物を処分するために処理し

【その都度地元了解を得たもののみ】

⑥廃油（一部のもの）、

”計動植物性残さ、動物系固形不要

動物のふん尿、動物の死体 せん



5．施設

（1）管理型最終処分腸のしくみ

①埋め立てた廃棄物は、雨水や埋立地底部（浸出水集排水施設）等から入る空気などによって、処
分場内で分解・洗い出し等を繰り返し、次第に安定化します。
②発生する浸出水（汚水）は、処分場底部の遮水シート等の上に設置された集排水管によって集め
られ、水処理施設で浄化します。

⑧埋立終了後も県の確認（水処理施設を撤去しても生活環境の保全が確保できるとの確認）を受け
るまでは、水処理は継続します。二想定期間は10年間ですが、確認を受けるまではその期間は延長します。

◆水処理施設
浸出水を高度処理し放
流先河川の汚染を防止

◆管理事務所
施設管理と受付検査を実施
（積荷内容のチェック）




